




























































































































環境
まちづくりの柱	3

5・分野別計画

目指すべきまちの姿

豊かな自然とともに、快適に暮らせるまち
　環境に対する市民意識を高めるとともに、恵まれた豊かな自然を保全・活用し、快適に暮
らせるまちを目指します。
　また、ごみの排出量削減や資源循環の推進を図り、循環型社会の構築を目指します。
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生活基盤
まちづくりの柱	4

5・分野別計画

目指すべきまちの姿

安全性が向上し、安心して暮らせるまち
　暮らしに必要不可欠な生活基盤を維持・整備し、地域公共交通の利便性向上を図ることで、
快適に暮らせるまちを目指します。
　また、頻発化・激甚化する自然災害への備えや空き家対策を推進し、安全で安心に暮らせ
るまちを目指します。
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産業
まちづくりの柱	5

5・分野別計画

目指すべきまちの姿

ブランド力を強みとし、成長と発展が持続するまち
　恵まれた交通環境を生かした企業誘致や、地場産品のブランド力の強化、農畜産業者や商
工業者との協働により、地域産業が元気で活気のあるまちを目指します。
　また、周辺地域と連携した観光資源の活用やシティプロモーションの強化により、魅力あ
ふれる賑わいのあるまちを目指します。
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市民活躍
まちづくりの柱	6

5・分野別計画

目指すべきまちの姿

協力と信頼で、心豊かにいきいきと暮らせるまち
　市民一人ひとりが互いに尊重し合い、まちづくりの主体として活躍できる平和なまちを目指し
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資料編



1	策定経過
（1）	令和6年度

５月９日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 1回）

５月24日 第 1回東松山市総合計画審議会

６月28日 議会全員協議会

10月１日 シビック・オピニオン・リサーチ実施（～2月 28日）

10月２日 地区座談会（大岡地区）

11月７日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 2回）

11月15日 第 2回東松山市総合計画審議会【諮問】

11月16日 地区座談会（高坂丘陵地区）

11月22日 地区座談会（松山地区）

12月４日 地区座談会（平野地区）

12月９日 地区座談会（野本地区）

12月10日 地区座談会（高坂地区）

12月21日 第 1回ワークショップ（対象：30歳未満）

１月16日 地区座談会（唐子地区）

１月31日 議会全員協議会

２月８日 第 2回ワークショップ（対象：30歳以上）

２月12日 第 3回東松山市総合計画審議会

２月22日 中高生との座談会（東京農業大学第三高等学校）

２月27日 中高生との座談会（東中学校）

２月28日 子育て世帯ヒアリング（子育て支援センターソーレ・マーレ）

３月３日 中高生との座談会（埼玉県立松山高等学校）

３月10日 中高生との座談会（南中学校）

３月11日 中高生との座談会（埼玉県立松山女子高等学校）

３月18日 中高生との座談会（白山中学校）

３月21日 中高生との座談会（北中学校）

３月25日 中高生との座談会（松山中学校）

３月26日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 3回）
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（2）	令和7年度
４月21日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 4回）

５月14日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 5回）

５月23日 第 1回東松山市総合計画審議会

５月27日 議会全員協議会

５月27日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 6回）

６月30日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 7回）

７月16日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 8回）

７月25日 第 2回東松山市総合計画審議会

８月１日 議会全員協議会

８月19日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 9回）

８月20日 第 3回東松山市総合計画審議会

８月25日 議会全員協議会

８月25日 市議会議員からの意見募集（～9月 12日）

９月19日 東松山市総合計画審議会委員からの意見募集（～9月 30日）

９月26日 議会全員協議会

10月７日 第 4回東松山市総合計画審議会

10月10日 パブリックコメント実施（～10月 30日）

11月５日 第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム（第 10回）

11月11日 第 5回東松山市総合計画審議会

11月20日 答申書の提出【答申】

11月28日 市議会 12月定例会に提出（総務委員会へ付託）　合同議案調査

12月８日 市議会総務委員会において審査、原案可決

12月23日 市議会本会議において議決
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2	東松山市総合計画審議会
（1）	諮問

東松政発第１０１０００１号
令和６年１１月１５日

東松山市総合計画審議会
会長　小野寺　亘　様

東松山市長　森田　光一

第六次東松山市総合計画の策定について（諮問）

　東松山市総合計画審議会条例第２条の規定に基づき、令和８年度を始期とする第六次東松山
市総合計画の策定に関し、貴審議会の意見を求めます。

（2）	答申

東松総計発第１１２０００１号
令和７年１１月２０日

東松山市長　森田　光一　様

東松山市総合計画審議会
会長　小野寺　亘

第六次東松山市総合計画の策定について（答申）

　令和６年１１月１５日付け東松政発第１０１０００１号で諮問のあった第六次東松山市総合計画の
策定について、令和７年１１月１１日に開催した令和７年度第５回審議会において市から示された「第
六次東松山市総合計画（案）」は、本審議会各委員の専門的知識及び経験、多様な立場を生か
した数次にわたる議論や意見を踏まえた内容となっており、東松山市の最上位計画として適切であ
ると認めることから、ここに付帯意見を添えて、答申します。
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付帯意見

　我が国の人口減少の流れは歯止めがかからず、人口減少を前提とした社会の在り方を模索していく時代
へと変化しています。また、頻発化・激甚化する災害への対応や人々の生活に影響を与える経済情勢など、
東松山市を取り巻く社会情勢は日々刻 と々変容しています。さらに、デジタル化の進展は、人々の生活利
便性や効率性を向上させ、多くの恩恵をもたらす一方で、時間対効果が重視されるあまり、人と人とのつ
ながりが希薄化する傾向があります。
　そのような中で、令和８年度を始期とする第六次東松山市総合計画の策定にあたり、「元気と希望と歩
むまち　住みよさ　やさしさ　東松山」を将来像に掲げたことは、時代の潮流を捉えつつも、市の特徴
を踏まえながら人々のつながりや温かさを大切にしたまちづくりを進めていこうとする意思が象徴的に表さ
れており、意義深いものであると評価します。
　また、市民意識調査に加え、地区座談会や中高生との対話等を通じて市民の意見を的確に捉えながら
現状・課題を把握し、各分野における目指すべきまちの姿や各施策の方向性が示されたことは、まちづく
りの主体である市民目線での計画が策定されたものと評価できます。
　東松山市の発展を支える重要な要素が込められた本計画の内容を市民や事業者、まちづくりに関係する
多くの人 と々共有し、掲げられた将来像が着実に体現されるよう、次の点に留意して各施策に取り組まれ
ることを希望します。

１　重点テーマの推進について
　重点テーマに掲げられた「強靭・快適」「賑わい・活力」「健やか・生きがい」の３つのテーマは、東
松山市の発展に向けた市民の意見や想いを網羅的に捉えており、今後のまちづくりにおいて重要な要素と
なるものである。
　市民が安全・安心に暮らすための「強靭・快適」なまちの実現、市の魅力や特徴を生かした「賑わい・活力」
の創出、健康や豊かな心を育むための「健やか」で「生きがい」を持てる環境づくりを相互に連携させ、
人口減少が予測されている中でも、持続性と発展性のあるまちを目指した取組を積極的に推進されたい。

２　計画の進行管理と柔軟な対応について
　日々刻 と々変化する社会情勢に対応していくためには、本計画で定めた目標に向けて着実に施策を遂
行するだけではなく、ときにはスクラップ・アンド・ビルドの視点も取り入れながら、時代の潮流を捉え
た新たな施策にも果敢に挑戦していく必要がある。このため、適正に計画の進行管理を行いつつも、計
画に記載された内容に固執することなく柔軟に対応されたい。

３　安定的な行財政運営について
　経済状況の変化や公共施設の老朽化、高齢化の進行による社会保障経費の増加などにより市の財政
状況は厳しさを増していることから、市民ニーズを適時的確に把握し、優先すべき施策を見極めながら財
源配分を行うとともに、安定した財政構造を構築するための取組を徹底して実行されたい。

４　人的資源の活用について
　デジタル技術の活用は、地域課題の解決や行政事務効率化の契機となるため積極的な活用が期待さ
れるが、地域社会を形成する根幹は「人」であり、本計画に謳われている「市民力」を通じて、協力と
信頼の下、人のやさしさや温かみを感じることのできるまちづくりを推進されたい。
　また、市職員はまちの発展に必要不可欠な存在であるため、自らが行政を担うことの矜持を保ち、目
の前の課題を自分事として捉え、臆することなく各施策を遂行されたい。
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3	東松山市総合計画審議会条例
昭和41年4月1日条例第6号

最終改正　平成27年6月25日条例第24号
（目的）

第１条　この条例は、東松山市総合計画審議会の設置、組織及び運営に関する事項を定めること
を目的とする。
（設置）

第２条　市長の諮問に応じ、市の総合計画に関し、必要な調査及び審議を行うため、東松山市総
合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。
（定義）

第３条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
　（1）�　総合計画　市におけるまちづくりの指針となるもので、基本構想及び基本計画からなる最

上位の計画をいう。
　（2）�　基本構想　総合的かつ計画的な行政の運営を図るための市における基本的な構想をいう。
　（3）�　基本計画　基本構想を実現するための基本的な施策を体系的に示す計画をいう。
（組織）

第４条　審議会は、委員15人以内で組織する。
２　委員は、次に掲げるもののうちからそれぞれ当該各号に定める数の範囲内において、市長が
委嘱する。
　（1）�　知識経験を有する者　12人
　（2）�　公募による市民　３人
（会長及び副会長）

第５条　審議会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によってこれを定める。
２　会長は、会務を総理する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
（任期）

第６条　委員の任期は、２年とする。
２　委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（部会）

第７条　審議会に、必要に応じ、部会を置くことができる。
２　委員が属する部会は、会長が指名する。
第８条　部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。
２　部会長は、部会の事務を掌理する。
３　部会長に事故あるときは、あらかじめ部会長が指名する委員がその職務を代理する。
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（会議）
第９条　審議会又は部会の会議は、それぞれ会長又は部会長が招集する。
２　審議会又は部会は、委員の過半数が出席しなければ会議をひらくことができない。
３　審議会又は部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長又は部会長の
決するところによる。
（庶務）

第10条　審議会の庶務は、総合計画を主管する課において処理する。
（雑則）

第11条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し、必要な事項は、会長が審議会に諮っ
て定める。

※附則省略
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4	東松山市総合計画審議会委員
任期：令和5年7月1日～令和7年6月30日

氏名（敬称略） 役職等
会長 小野寺　亘 埼玉医科大学特任教授（元埼玉県総務部長）
副会長 小峰　良介 東松山市都市計画審議会会長

第1号委員
知識経験者

飯島　徹 東松山市商工会理事
今村　美代子 東松山子育てねっと副代表
椎名　孝典 JA埼玉中央青年部
島田　政信 東京電機大学建築・都市環境学系教授
杉山　武志 松山第二地区民生委員
須田　知樹 立正大学地球環境科学部教授
中嶋　啓一朗 （社）比企青年会議所専務理事
中田　幸昌 東松山市環境審議会委員
長島　洋介 武蔵丘短期大学健康栄養専攻准教授
細田　咲江 大東文化大学国際関係学部教授

第2号委員
佐藤　幸俊 公募
関根　美沙 公募

任期：令和7年7月1日～令和9年6月30日
氏名（敬称略） 役職等

会長 小野寺　亘 埼玉医科大学特任教授（元埼玉県総務部長）
副会長 小峰　良介 東松山市都市計画審議会会長

第1号委員
知識経験者

飯島　徹 東松山市商工会理事
今村　美代子 東松山子育てねっと副代表
押尾　晴樹 東京電機大学建築・都市環境学系准教授
木村　翔一 JA埼玉中央青年部
杉山　武志 松山第二地区民生委員
須田　知樹 立正大学地球環境科学部教授
関口　喜希 （社）比企青年会議所理事長
中田　幸昌 東松山市環境審議会委員
長島　洋介 武蔵丘短期大学健康栄養専攻教授
細田　咲江 大東文化大学国際関係学部教授

第2号委員
佐藤　幸俊 公募
関根　美沙 公募
松木　秀一 公募

※役職は就任時
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5	第六次東松山市総合計画策定プロジェクトチーム
役職 令和6年度（2024年度） 令和7年度（2025年度）

政策財政部次長 関根　隆 関根　隆

政策財政部財政課長 山田　利行 山田　利行

総務部総務課長 福田　誠 橋本　光能

環境産業部環境政策課長 森　博史 森　博史

市民生活部地域支援課長 島村　浩文 松崎　正吉

健康福祉部社会福祉課長 荻野　裕 山口　剛史

都市計画部都市計画課長 田嶋　徹夫 田嶋　徹夫

建設部建設管理課長 筑井　忍 筑井　忍

建設部上下水道経営課長 橋本　哲浩 橋本　哲浩

市民病院病院総務課長 岡部　登 岡部　登

学校教育部教育総務課長 橋本　光能 須澤　理

生涯学習部生涯学習課長 上　敏文 上　敏文

こども家庭部こども支援課長 大石　和夫 大石　和夫

※役職は就任時

（事務局）

政策推進課長 今井　秀典 今井　秀典

政策推進課活性化戦略室長 新村　久徳 原田　政洋

政策推進課主査 江原　友博 江原　友博

政策推進課主任 小池　亮 長嶋 　宥佑

政策推進課主事 嶋岡　佑香 嶋岡　佑香
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6	参考計画等
●東松山市 HP
　https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/

　

●第六次東松山市総合計画
　https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/soshiki/3/2799.html

　

●３か年実施計画書・事務事業評価
　https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/soshiki/3/2694.html

　

●市民意識調査報告書
　https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/soshiki/6/42298.html

　

●市の計画・ビジョン
　https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/life/4/34/175/
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